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組
合
の
恒
例
行
事
「
第
17
回
酪
農
ま

つ
り
」
が
４
月
７
日
、
酪
農
と
ち
ぎ
農

業
協
同
組
合
ふ
れ
あ
い
牧
場
に
お
い
て

盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な

生
憎
の
空
模
様
の
中
、
予
定
通
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
途
中
本
降
り
と

な
っ
て
し
ま
い
雨
具
を
つ
け
て
の
審
査

と
な
っ
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一

般
消
費
者
を
含
む
約
１
０
０
０
名
が
集

い
悪
天
候
を
跳
ね
返
す
よ
う
な
盛
大
な

ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
は
、
北
海

道
根
室
市
の
武た

け

隈く
ま

昭あ
き

博ひ
ろ

審
査
員
に
よ
り

厳
正
な
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

・
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
中
山
　
真
介

氏	

那
須
烏
山
市

・
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
県
立
那
須
拓
陽
高
校	

那
須
塩
原
市

・	

イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン

　
和
泉
　
正
行

氏	

那
須
塩
原
市

・
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
中
山
　
真
介

氏	

那
須
烏
山
市

・
地
域
酪
農
牛
群
優
等
賞
一
席

　
黒
磯
地
域
酪
農
組
合

　
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
の
部
は
、

薄う
す

井い

奏か
な

翔と

君（
㈱
Ｓ
Ｕ
Ｎ
．
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
）

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
名
誉
あ
る
入
賞
牛
に
リ
ボ

ン
装
着
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
栃
木
県
立
農
業
大
学
校
畜
産

経
営
学
科
よ
り
３
名
の
デ
ー
リ
ィ
プ
リ

ン
セ
ス
、
井い

澤ざ
わ

彩あ
や

乃の

さ
ん
、
長は

谷せ

山や
ま

萌も
え

さ
ん
、
福ふ

く

田だ

愛い
づ
みさ

ん
で
す
。

　
デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
の
皆
さ
ん
に

は
悪
天
候
に
も
拘
ら
ず
一
生
懸
命
に
務

め
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
一
方
、「
ふ
れ
あ
い
広
場
・
お
楽
し

み
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
共
催
の
牛
乳
普

及
協
会
に
よ
る
バ
タ
ー
作
り
体
験
、
ミ

ル
ク
バ
ス
ボ
ム
（
入
浴
剤
）
作
り
を
は

じ
め
、
綿
あ
め
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無

料
配
布
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
女
性
会

に
よ
る
や
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

青
年
部
に
よ
る
疑
似
搾
乳
体
験
、
そ
の

他
各
種
模
擬
店
、
農
機
具
展
示
会
、
完

熟
肥
料
配
布
等
々
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

楽
し
い
催
し
が
行
わ
れ
多
く
の
人
達
で

賑
わ
い
、
大
盛
況
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
17
回
酪
農
ま
つ
り
開
催

（
第
17
回
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
併
催
）

デーリィプリンセス

（左から）福
ふく

田
だ

愛
いづみ

さん、長
は

谷
せ

山
やま

萌
もえ

さん、伊
い

澤
ざわ

綾
あや

乃
の

さん

武
たけ

隈
くま

昭
あき

博
ひろ

審査員

受賞者と共に



3 酪農とちぎ農業協同組合　2018．５．30

名　　誉　　賞

２部　那須塩原市　那須拓陽高校 ６部　那須塩原市　和泉　正行  氏 ７部　那須烏山市　中山　真介  氏

タクヨウ　エレガント　モータン プロスペリテイ　フイーバー　フアツシヨン パインツリー　クリスマス　イブ　セカンド　アツト　ＥＴ

１部　一席　那須拓陽高校

３部　一席　鹿沼南高校

４部　一席　㈱松井牧場

５部　一席　室井　忠則  氏

８部　一席　和泉　正行  氏

第 17 回　酪農とちぎホルスタイン共進会入賞牛一覧

部　別 賞 出品番号 入　賞　牛　名　号 出品者 住　所

グ ラ ン ド
チャンピオン

最 高 位 賞 703 パインツリー　クリスマス　イブ　セカンド　アツト　ＥＴ 中山　真介 那須烏山

ジ ュ ニ ア
チャンピオン

名 誉 賞

210 タクヨウ　エレガント　モータン 那須拓陽高校 那須塩原

インターミディエイト
チ ャ ン ピ オ ン

605 プロスペリテイー　フイーバー　フアツシヨン 和泉　正行 那須塩原

シ ニ ア
チャンピオン

703 パインツリー　クリスマス　イブ　セカンド　アツト　ＥＴ 中山　真介 那須烏山

第１部

優等賞一席 113 タクヨウ　キヤシー　クラツシユー 那須拓陽高校 那須塩原

優等賞二席 102 プラネツトアジア　ソロモン　レイシー
プラネット
ア ジ ア
シンジケート

那須塩原

優等賞三席 107 ホクリヨウ　マダム　キツド　イーズー 真岡北陵高校 真 岡

第２部

優等賞一席 210 タクヨウ　エレガント　モータン 那須拓陽高校 那須塩原

優等賞二席 212 タクヨウ　ワーデン　ゴールドハム 那須拓陽高校 那須塩原

優等賞三席 214 カナン　クツキー　エピコ 鹿沼南高校 鹿 沼

第３部

優等賞一席 307 プラントツリー　ＨＲ　カウンテイー　エストリーゼ 鹿沼南高校 鹿 沼

優等賞二席 309 リージエント　ユニクス　ラグジユアリー 和田　　泰 那須塩原

優等賞三席 303 ホクリヨウ　フアースト　チヤンピー　シド 真岡北陵高校 真 岡

第４部

優等賞一席 405 ＭＭ　インテグ　スパーク　 ㈱松井牧場 那須烏山

優等賞二席 407 ヒロフアーム　エレクトラ　ハニー ㈲黒崎乳業 芳 賀

優等賞三席 402 イトリフイツク　ナタリー　ブルビネ　アクミー 伊藤　高行 那 須

ベストアダー 405 ＭＭ　インテグ　スパーク　 ㈱松井牧場 那須烏山

第５部

優等賞一席 503 ロイマーチン　アクミー　ＢＦ　ローヤルテイ 室井　忠則 那須塩原

優等賞二席 504 ミユーチユアル　ザツプ　カリバー 大野　雅美 那 珂 川

優等賞三席

ベストアダー 503 ロイマーチン　アクミー　ＢＦ　ローヤルテイ 室井　忠則 那須塩原

第６部

優等賞一席 605 プロスペリテイー　フイーバー　フアツシヨン 和泉　正行 那須塩原

優等賞二席 606 ＳＨ　アルタアバロン　ダーハム 鷹箸　　稔 日 光

優等賞三席 601 コージー　オブザーバー　デキシ
コ ー ジ ー
ファーム㈱

市 貝

ベストアダー 605 プロスペリテイー　フイーバー　フアツシヨン 和泉　正行 那須塩原

第７部

優等賞一席 703 パインツリー　クリスマス　イブ　セカンド　アツト　ＥＴ 中山　真介 那須烏山

優等賞二席 707 コバリ　ワンダー　ＧＴ　フイーナ 小針　　勤 那須塩原

優等賞三席 702 ホクリヨウ　ロング　ウイゴー　ウイン 真岡北陵高校 真 岡

ベストアダー 703 パインツリー　クリスマス　イブ　セカンド　アツト　ＥＴ 中山　真介 那須烏山

ベストプロダクション 706 ビツクバリア　ブラクストン　バーバラ 大関　悠太 那須塩原

第８部

優等賞一席 809 プロスペリテイー　マーテイー　シヤウト 和泉　正行 那須塩原

優等賞二席 811 イトリフイツク　コトミ　アドベント　キサラギ 伊藤　高行 那 須

優等賞三席 807 シルクランド　プリテイ　ルー　ブラクストン
㈱シルクランド
フ ァ ー ム

宇 都 宮

ベストアダー 811 イトリフイツク　コトミ　アドベント　キサラギ 伊藤　高行 那 須

ベストプロダクション 810 ＢＤＩフアーム　ローゼツタ　ミユンスター 大島　秀樹 芳 賀

第９部
地域酪農牛群

優等賞一席 黒 磯 地 域

優等賞二席 芳 賀 地 域

優等賞三席 宇河・今市地域
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那
須
高
原
支
所

好
天
に
恵
ま
れ
た
青
木
農
業
祭

　
４
月
21
日
、
那
須
塩
原
市
青
木
サ
ッ

カ
ー
場
に
お
い
て
、
青
木
農
業
祭

２
０
１
８
並
び
に
第
44
回
青
木
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
青
木
農
業
祭
」
は
、
酪
農
家
だ
け

で
は
な
く
、
農
畜
産
業
者
や
農
畜
産
団

体
・
企
業
・
研
究
機
関
に
よ
っ
て
実
行

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、「
農
業
の
こ
と

を
も
っ
と
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
地
域

住
民
や
子
供
た
ち
に
農
畜
産
を
知
っ
て

も
ら
う
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
農

畜
産
農
家
と
企
業
・
研
究
機
関
相
互
の

情
報
交
換
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
那
須
塩
原
市
は
全
国
で
も
有

数
の
生
乳
生
産
地
で
あ
り
、
牛
乳
等
の

消
費
拡
大
及
び
普
及
、
地
域
活
性
化
の

推
進
を
図
る
た
め
の
条
例
が
施
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
木
農
業
祭
は
こ

の
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、
開
会
式
に
お

い
て
１
５
０
名
に
よ
る『
牛
乳
で
乾
杯
』

で
開
幕
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
共
進
会
会
場
、
出
展
企
業

ブ
ー
ス
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
の
３
エ
リ
ア

に
区
分
さ
れ
、
各
エ
リ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
共
進
会
会
場
で
は
、
那
須
塩
原
市
内

か
ら
57
頭
が
出
品
し
、
審
査
員
に
家
畜

改
良
事
業
団
前
橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
の

松
原
薫
氏
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
審
査
員
に

当
組
合
組
合
員
　
山
本
訓
氏（
矢
板
市
）

を
迎
え
、
未
経
産
の
部
名
誉
賞
に
那
須

拓
陽
高
校
、
経
産
の
部
名
誉
賞
に
小
針

勤
さ
ん
の
出
品
牛
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
企
業
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
研
究
機

関
を
含
め
45
社
が
出
展
し
、
製
品
紹
介

や
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ビ
ン
テ
ー
ジ

も
の
の
ト
ラ
ク
タ
展
示
、
ま
た
情
報
交

換
の
場
と
し
て
終
始
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
け
ん
ち
ん

う
ど
ん
や
毎
年
人
気
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
等

の
各
種
模
擬
店
の
他
に
、
イ
ベ
ン
ト
ス

テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
ア
ル
プ
ホ
ル
ン

や
バ
ン
ド
演
奏
、
長
靴
と
ば
し
大
会
、

牛
乳
早
飲
み
競
争
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

等
、
来
場
者
が
一
日
楽
し
め
る
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
好
評
の
堆
肥
無
料
配
布

に
つ
い
て
は
、
今
年
も
配
布
時
刻
前
か

ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
準
備
し
た
堆

肥
が
あ
っ
と
い
う
間
に
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
様
子
で
し
た
。

　
当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
天
候
の

中
、
農
業
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
一
般

の
方
を
含
め
多
数
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
農
業
祭
が
農
業
の
理

解
醸
成
、
地
域
農
業
の
活
性
化
並
び
に

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
致
し
ま
す
。

宇
都
宮
支
所

女
性
会
那
須
南
支
部
牛
乳
Ｐ
Ｒ
活
動

　
５
月
19
日
、
那
須
烏
山
市
の
大
桶
運

動
公
園
に
於
い
て
「
第
８
回
八
溝
そ
ば

街
道
そ
ば
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
女

性
会
那
須
南
支
部
（
興
野
礼
子
支
部

長
）
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
牛
乳	

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
会

場
で
は
八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会
加

盟
店
や
、
ご
当
地
グ
ル
メ
等
の
出
店
で

ビンテージもののトラクタ
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賑
わ
う
中
、
当
女
性
会
で
は
牛
乳
の
試

飲
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
牛
乳
の

良
さ
を
分
か
っ
て
頂
き
た
い
と
の
想
い

か
ら
、
沢
山
の
来
場
者
に
試
飲
を
し
て

貰
っ
た
ほ
か
、
牛
乳
に
関
す
る
チ
ラ
シ

を
配
布
し
な
が
ら
消
費
拡
大
に
努
め
る

な
ど
、有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
当
女
性
会
の
牛
乳
Ｐ
Ｒ
活
動

と
し
て
は
、
６
月
19
日
に
那
須
烏
山
市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
乳
製

品
を
使
っ
た
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
事
業
は
那
須
烏
山
市
に
協
力
を

頂
き
一
般
の
方
へ
も
周
知
し
て
お
り
、

当
日
は
森
永
乳
業
㈱
「
M'S
キ
ッ
チ
ン
」

の
専
属
講
師
を
お
招
き
し
、
支
部
員
と

一
般
参
加
者
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
は
次
の
通
り
で
す

〇�

チ
ー
ズ
の
ポ
ル
ペ
ッ
テ
ィ
ー
ニ

（
イ
タ
リ
ア
風
肉
だ
ん
ご
）

〇�

ヨ
ー
グ
ル
ト
マ
リ
ネ
　
ミ
ン
ト
風
味

〇
パ
ル
テ
ノ
・
テ
ィ
ラ
ミ
ス

　
こ
の
料
理
教
室
は
毎
年
開
催
し
、
一

般
の
方
々
に
も
大
好
評
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
引
き
続
き
家
庭
で
楽

し
く
、
簡
単
に
牛
乳
や
乳
製
品
を
活
用

で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
信
し
て
い
け

る
よ
う
、
支
部
活
動
と
し
て
継
続
し
て

い
く
予
定
で
す
。

県
南
支
所

沖
酪
農
組
合
視
察
研
修
会

　
３
月
31
日
、
桜
が
満
開
に
咲
き
誇
る

中
、
沖
酪
農
組
合
の
視
察
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
毎
年
実

施
し
て
お
り
、
優
れ
た
飼
養
管
理
の
牧

場
を
視
察
研
修
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、今
年
は
真
岡
市
の
「
高
橋
剛
牧
場
」

を
、
組
合
長
の
國
母
孝
至
氏
を
は
じ
め

組
合
員
及
び
そ
の
家
族
、
総
勢
16
名
で

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
視
察
し
た
高
橋
牧
場
は
、
真
岡

市
の
北
部
に
あ
り
、
周
り
が
水
田
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
酪
農
を
営
ま
れ
て
い
ま

す
。
飼
養
頭
数
62
頭
（
育
成
牛
含
む
）

を
繋
ぎ
牛
舎
等
で
管
理
し
て
お
り
、
特

徴
と
し
て
、
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
既
存
の	

Ｔ
Ｍ
Ｒ
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
混
合
し
ロ
ー
ル

ラ
ッ
プ
し
た
物
）
を
、
乳
脂
肪
等
の
対

策
と
し
て
夏
場
（
６
月
～
９
月
）
の
期

間
に
給
与
し
て
お
り
、
餌
や
飼
養
管
理

の
工
夫
な
ど
長
年
取
組
ん
で
き
た
考
え

方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
更
に
、
哺
育
に
も
熱
心
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雌
牛
と
Ｆ
１

牛
と
で
は
、
哺
育
の
仕
方
を
変
え
て
給

与
し
て
お
り
、
参
加
し
た
ご
婦
人
方
は

哺
育
方
法
等
の
話
に
興
味
深
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
研
修
場
所
を
昼
食
会
場
に

移
し
、
参
加
さ
れ
た
方
々
も
お
互
い
の

意
見
交
換
を
行
い
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

高橋剛牧場にて

牛乳試飲にて消費拡大ＰＲ

沢山の来場者に牛乳の良さを説明
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第９回全日本ブラックアンドホワイトショウ
２０１８セントラルジャパンホルスタインショウ開催

（静岡県御殿場市）

　４月 12 日～ 14 日に、静岡県御殿場市馬術・スポーツセンターにて標記ショウが開催されました。今

大会は全日本ブラックアンドホワイトショウとセントラルジャパンホルスタインショウの２つの大きな

大会の共催ということもあり、非常に大規模なショウとなりました。審査員に高橋忠司氏（ＡＢＳ㈱代

表取締役社長）、編田尚弘氏（北海道酪農家）を迎え、本県からの 10 頭を含む 206 頭のホルスタインが

出品されました。審査結果は、第５部において県立那須拓陽高等学校が、第６部において那須烏山市中

山真介さんがクラスチャンピオンを獲得されました。さらに那須拓陽高校の当該牛は、学校からの出品

牛の中で最も優秀な未経産牛となる学校ジュニアチャンピオンに輝きました。ほか出品牛についても一

覧のとおりの成績を収めることができました。

　今大会の出品に際しご支援くださいました皆様、誠にありがとうございました。また、出品者並びに

関係者の皆様、大変お疲れ様でした。

部課だより　業務部

第６部　中山　真介 氏第５部　県立那須拓陽高等学校

第９回全日本ブラックアンドホワイトショウ　2018 セントラルジャパンホルスタインショウ　栃木県結果一覧

№ クラス 名　　　　　　号 生年月日 出　品　者 順位

1 第 1 部 ＭＪ　アーキ　クラツシユ　フアントムゲート H29. 5.19 小松　俊介 11 位

2 第 3 部 カナン　クツキー　エピコ H28.10.20 県立鹿沼南高等学校 15 位

3 第 4 部 ホクリヨウ　フアースト　チヤンピー　シド H28. 8.13 県立真岡北陵高等学校 18 位

4 第 5 部 タクヨウ　キヤピタル　ハツピー　キキヨウ H28. 6. 4 県立那須拓陽高等学校 １位

5 第 6 部 パインツリー　ブラゼル　デイストライ H28. 2.13 中山　真介 １位

6 第 7 部 プロスペリテイー　ＳＤＳ　アニー　ＥＴ H27. 7.30 和泉　正行 ３位

7 第 8 部 ＭＭ　クリスマス　アツトウツド H26.11.11 Ｐ－ＴＨＲＥＥ ６位

8 第 9 部 グリーンウツド　ＡＣＭＥ　マウイ　ＲＥＤ H26. 7. 7 見山　貴生 12 位

9 第10部 コバリ　ウイルヘルミナ　ドロシー　コイン H25.11.24 小針　　勤 ８位

10 第11部 リージエント　スパーク　キム H25. 3.14 和田　　泰 ６位
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生
乳
受
託
課

　
平
成
30
年
４
月
度
の
組
合
生
乳
生
産

量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し
98
・

１
％
（
２
万
０
０
８
３
ｔ
）
と
、
７

月
以
降
10
ヶ
月
連
続
し
前
年
を
下
回

る
状
況
で
す
。
各
支
所
の
受
入
乳
量

は
、
那
須
高
原
支
所
１
万
３
０
９
１
ｔ

（
前
年
比
98
・
９
％
）、
宇
都
宮
支
所

２
５
９
６
ｔ
（
同
96
・
５
％
）、
県
南

支
所
４
３
９
７
ｔ
（
同
96
・
７
％
）
と

な
り
、
出
荷
者
数
は
、
前
年
同
月
よ
り

17
戸
減
の
４
１
６
戸
（
内
、
学
校
は
１

校
）
で
し
た
。

　
４
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
79
％
（
前
年
差
▲
０
・
01
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
76
％
（
同
▲
０
・

02
％
）、体
細
胞
数
20
・
16
万
（
同
＋
０
・

95
万
）
と
前
年
同
月
を
若
干
下
回
る
成

績
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
４
月
総
受
託
乳

量
は
９
万
３
５
７
８
ｔ
（
前
年
比
98
・

０
％
）
と
な
り
、
本
組
合
同
様
10
ヶ
月

連
続
し
前
年
を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
飲
用

牛
乳
向
け
が
昨
年
同
期
の
好
調
時
か
ら

一
巡
し
た
こ
と
も
あ
り
前
年
を
約
１
％

下
回
り
、
他
用
途
に
お
い
て
も
受
託
乳

量
の
前
年
比
並
み
の
仕
向
け
量
と
な
り

ま
し
た
。

　
４
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
１
０
２
・
２
％
と
８
ヶ
月
連

続
し
前
年
を
上
回
り
、
都
府
県
は
99
・

３
％
と
回
復
基
調
の
中
、
31
ケ
月
連
続

前
年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
の

順
調
な
生
産
回
復
を
受
け
全
国
の
生
産

量
は
１
０
０
・
８
％
と
４
ケ
月
連
続
で

前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
尚
、
平
成
30
年
４
月
の
生
産
量
・
乳

質
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数

量
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

平成 30 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 ４月期実績 前年同期実績 前年比 ４月末実績（累計）前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 69,590,311	 70,380,307	 98.9	 69,590,311	 70,380,307	 98.9	

（ う ち 学 校 向 け ） 8,732,753	 9,241,166	 94.5	 8,732,753	 9,241,166	 94.5	

は っ 酵 乳 向 け 12,578,301	 13,354,871	 94.2	 12,578,301	 13,354,871	 94.2	

特 定 乳 製 品 向 け 9,682,347	 10,018,651	 96.6	 9,682,347	 10,018,651	 96.6	

（うち委託加工向け） 0	 0	 － 0	 0	 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,660,703	 1,693,433	 98.1	 1,660,703	 1,693,433	 98.1	

チ ー ズ 向 け 66,260	 67,907	 97.6	 66,260	 67,907	 97.6	

全 乳 哺 育 向 け 0	 0	 － 0	 0	 －

総 受 託 乳 量 93,577,922	 95,515,169	 98.0	 93,577,922	 95,515,169	 98.0	

加 工 比 率 10.35	 10.49	 － 10.35	 10.49	 －
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３
月
度
理
事
会
（
３
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　
職
員
人
事
に
つ
い
て

㈥
　	

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
２
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㈢
　	

目
的
積
立
金
の
取
崩
基
準
の
変
更

に
つ
い
て

㈣
　	

平
成
30
年
度
事
業
運
営
に
関
す
る

理
事
会
附
議
事
項
に
つ
い
て

⑴
借
入
金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

⑵
当
座
借
越
限
度
設
定
に
つ
い
て

⑶	

一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最

高
限
度
額
及
び
貸
付
利
率
の
最
高

限
度
に
つ
い
て

㈤
　	

平
成
30
年
度
生
乳
出
荷
奨
励
実
施

要
領
に
つ
い
て

㈥
　	

平
成
30
年
度
拠
出
金
等
の
控
除
に

つ
い
て

㈦
　	

平
成
30
年
度
配
合
飼
料
・
粗
飼
料

及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
供
給
量
別
利
用
奨

励
措
置
に
つ
い
て

㈧
　	

平
成
30
年
度
乳
代
手
数
料
及
び
事

業
賦
課
金
（
暫
定
）
の
設
定
に
つ
い

て

㈨
　	

平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

計
画
（
案
）
に
つ
い
て

㈩
　
第
５
期
中
期
構
想
に
つ
い
て

　	

第
17
回
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い

て　	

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
追

認
）

　	

臨
時
職
員
等
就
業
規
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

４
月
度
理
事
会
（
４
月
27
日
）

報
告
事
項

㈠
　	

組
合
員
の
加
入
・
予
告
脱
退
に
つ

い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　	

特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈥
　	

第
17
回
酪
農
ま
つ
り
開
催
結
果
に

つ
い
て

㈦
　	

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈧
　	

関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

㈨
　	

子
会
社
（
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
）
平
成
29
年
度
事
業
実
績
に

つ
い
て
　

協
議
事
項

㈠
　	

３
月
度
及
び
平
成
29
年
度
事
業
実

績
に
つ
い
て

㈡
　	

第
17
回
通
常
総
会
の
附
議
事
項
に

つ
い
て

㈢
　
系
統
団
体
へ
の
増
資
に
つ
い
て

㈣
　
職
制
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

㈤
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

㈥
　	

目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

㈦
　	

外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い

て

お
知
ら
せ

職
員
人
事

新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

那
須
高
原
支
所

　

業
務
推
進
課

小
林
　
萌も

も

子こ

　
４
月
か
ら
那
須
高

原
支
所
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
真
岡
北
陵
高
校
在
学

中
に
牛
に
一
目
惚
れ
し
、
畜
産
業
に
携

わ
り
た
い
と
思
い
、
栃
木
県
農
業
大
学

校
に
進
学
し
酪
農
を
専
攻
し
ま
し
た
。

　
在
学
中
は
共
進
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
中
で
も
高
校
時
代
に
北
海
道
全
共

に
出
品
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で

す
。
今
後
も
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
写
真
を
撮
る
こ
と
と
、
食
べ

歩
き
を
す
る
こ
と
で
す
。
お
勧
め
の
お

店
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
酪
農
を
更
に
盛
り
上
げ
る
た
め
、
組

合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

４月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
十 勝 ４月５日 485 426 87.8% 998 54 53 1,311
釧 路 ４月11日 280 255 91.1% 973 11 9 1,214
根 室 ４月12日 395 375 94.9% 985 33 30 1,117
北 見 ４月18日 321 290 90.3% 990 33 30 980
十 勝 ４月19日 446 370 83.0% 1,002 52 48 1,280
豊 富 ４月20日 316 279 88.3% 980 4 3 1,084

合 計 2,243 1,995 88.9% 988 187 173 1,164
前 月 2,645 2,189 82.8% 950 215 185 1,138
前年同月 2,300 1,903 82.7% 938 166 151 1,135

　初妊牛の今後の動向は８～９月分娩が中心となります。例年夏分娩腹が取引されるこの時期になると、都府県
からの需要が減少し市場は弱含みで推移するのが通常ですが、道内酪農の経営環境が好調なことから、生乳生産
意欲が旺盛となっており、道内での引き合いは高まっています。そのため、４～５月の初妊牛相場から大きく価格
を下げる要素は少なく、概ね横ばいで推移するものと思われます。導入を希望される方は腹条件・分娩月によっ
て手配に時間がかかることも予想されますので、十分余裕をもってのお申込みをよろしくお願い申し上げます。

４月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
４
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 110 67 226,800 45,360 180,890 13,148

F １雄 111 64 395,280 87,480 303,587 ▲ 4,648

F １雌 87 60 291,600 43,200 226,701 3,141

（
４
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 0 0 0 0 0 ▲ 173,880

F １雄 10 96 383,400 237,600 341,280 22,449

F １雌 5 95 348,840 209,520 291,168 41,472

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、概ねやや強含みで推移しています。
那須市場においては前号の報告後ゆるやかな相場上昇が見られ、Ｆ１オスは 2 月平
均比で 56 千円高、25 千円高となりました。館林市場においては上場頭数が少ない
ことから、開催毎に値動きを繰り返しつつ、全体ではやや右肩上がりの相場となり
ました。今後は値動きをしながらも、概ねもちあいで推移するものと思われます。

酪農とちぎ機関紙【第100号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部

●お知らせ●

第17回通常総会開催

日　時

６月26日㈫　正午より

会　場

高根沢町民ホール


